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概要： 東京基督教大学では 2006年度より、これまでの windowsによるコンピュータ

教室から、低コストで、一元管理ができて、クライアントも個人の設定で利用できるシ

ンクライアントシステムを導入した。DRBLは、クライアントが Linuxイメージをネッ

トワークで起動できるようにし、Linuxの全アプリケーションを利用できるようにする。

DRBLは学校のコンピュータ教室にとって理想的なシステムである。本稿では、DRBL

のインストール方法、使い方、利点について発表する。

1 はじめに

教育においてテクノロジーが重要な役割を果た

すことは否定しがたい。教育機関は、学生や教職

員にテクノロジーとインターネットへのアクセス

を与えなければならない。強力なシステムを構築

するためには、技術者、施設、ハードウェア、ソフ

トウェアが必要であり、これらを整備するには著し

いコストがかかる。セキュリティを維持しつつ、コ

ストを減らし、利用できるソフトウェアを増やし

たい管理者は、Linuxを基盤としたコンピュータ教
室を検討すべきだ。コスト効率が良く、強力で、扱

いやすいシンクライアント・システム（TCS）は、
Linuxのオペレーティング・システム（OS）を複
数のクライアントにサーバーベースで展開できる、

DRBL(Diskless RemoteBootLoader)である。
DRBLはクライアントにディスクやシステムの

必要がない環境を提供する。つまり、OSとアプリ
ケーションはサーバーで管理され、ネットワーク

経由でクライアントに提供されるため、クライア

ントのハードディスクは必要ない。したがって、ク

ライアントはクライアント自体の OS を管理する
ことが可能となり、クライアント自体のOSまたは
DRBLから提供される OSをブートできる。何よ
りも、DRBLはクライアントのハードディスクと
RAMに完全にアクセスできるため、クライアント
のリソースを利用することができる。

学校やシステム管理者は、コンピュータ教室にシ

ンクライアント・システムを取り入れてインストー

ルすることを真剣に検討すべきである。 TCSは低
コストで、より安全で、より適応性があり、学生、

教員、管理者に多数のアプリケーションを提供する。

しかしながら、多くの管理者は専売のMicrosoftや
Mac製品の束縛から離れることに腰が重い。本稿

では、DRBLのインストール過程、利点、起こり
うる管理上の問題を記述することにより、腰の重い

管理者たちの懸念を解消することを目的とする。

2 コンピュータ教室刷新の過程

2005年の春、私は東京基督教大学の新任教授と
して、早急な刷新を必要とするコンピュータ教室

の管理を引き継いだ。当時のコンピュータ教室は

Microsoft MEとMicrosoft Officeで運用していた。
これらのシステムは、16ビット OSのため、多様
な新しいアプリケーションを運用することができな

かった。さらに、このシステムでは、学生がキャン

パス内のどの場所からでもネットワークを介して、

個人プロファイルの設定や作成した文書を保存す

ることができなかった。また、このような制限から

個々のコンピュータを元の状態に戻したり、新しい

アプリケーションをインストールするのに相当な時

間がかかり、学期の合間でしか作業ができなかった。

大学のコンピュータ教室をを改良するために、私

は現状について本学のコンピュータ委員会に説明

し、Mac、Windows、Linuxでの環境構築による解
決策を含めた選択肢を幾つか提案した。それぞれ

の提案で、ネットワークサーバーを整備すること

で現行のシステムから脱却しようとした。Linuxに
よる解決策では、DRBLをシンクライアントとし、
Sambaをドメイン・コントローラーとして利用で
きるクライアント・サーバー・システムを提案した。

全ての入手可能なオプションを再調査した後、コ

ンピュータ委員会は Linuxのクライアント・サー
バーによる解決策を選択した。Linuxを基盤とした
システムは低コストで大学と学生により多くの利

便性を提供するため、委員会はWindows環境を捨



てて Linuxを基盤としたシステムを選択した。大
学はコンピュータ教室に必要な新しいハードウェア

を購入し、Linuxと他の数多くのオープンソース・
アプリケーションを無料でインストールした。低コ

ストを可能にした DRBLや追加のセキュリティさ
えもコストが全くかからなかった。DRBLによる
TCSを導入した結果、コンピュータ教室は大きく
前進し、教員は今までどおり個々の使い慣れたOS
を使うことができた。

3 TCSの導入事例

Linuxを基盤としたコンピュータ教室を設定する
過程と利点を述べた多数の研究が存在する。これ

まで最も多く記述されているのはリナックス・ター

ミナル・サーバー・プロジェクト（LTSP）でウェ
ブサイトから閲覧できる。現在、首尾よくシンクラ

イアント・システムをインストールした教育機関を

記述した成功例が 60ほどある。また、DRBLのサ
イトは DRBL をうまくインストールした約 50 の
大学や会社を記録している。これらの記述は過去の

システムから DRBL へ切り替えを行なった時に遭
遇した利点や問題点について書かれている。LTSP
サイトの最大の例はアトランタ公立校で、100 校
に 2200のシンクライアントと 233の教室をカバー
するシステムが運用されている。ノルウェイでは

234校に 33,000の作業所のある LinuxTCSがある
（Hargadon）。イギリスからネパール、南アフリカ
からグリーンランドまでの他の成功例は、Linuxを
基盤とした TCSがどのように動作するかという基
本的事例を提供している。

以上のように、稼働中のTCSについて報告する論
文が多数存在するにもかかわらず、恐れや半信半疑

がまだ存在する。恐れのほとんどは専売ソフトウェ

アの利用不可に集中している。Microsoft、Apple、
多くの Adobe製品は Linuxと動かないように意図
的にデザインされている。多くの人は別のアプリ

ケーションに移行したくなく、むしろこのアプリ

ケーションと今後も続くアップグレードにお金を払

うことを選ぶ。もちろん、このジレンマを迂回する

解決策として、VMware、CodeWeavers、Wineの
ように、Linux内から多くの専売アプリケーション
を使用することを可能にしたアプリケーションが

ある。しかしながら、なぜ人々は無料の同等アプリ

ケーションがある時にわざわざソフトウェアにお金

を払うのか、私は問いたい。

ただで牛乳が手に入るときになぜあなたはわざ

わざ買うのか？OpenOffice、Evolution、Banshee、

Amarok、VideoLanのようなアプリケーションで
首尾よく目的を果たすことができるのに、なぜあ

なたは汗水流して稼いだお金をMicrosoftやApple
に与えるのか？あなたのお金をキープしてオープン

ソースの自由を体験することの方が、合理的である

と考えられる。

ある人は、子供たちに非標準アプリケーション

を教えることは将来子供たちが良い仕事に就くチャ

ンスを害するだろうと心配する。これはもっとも

な関心事であり、取り上げられるべきである。アプ

リケーション間には類似と相違があるが、相違点

は主にキーの打ち込み順序とかショートカットであ

る。例えば、Windowsと Linuxのコピーのショー
トカットは ctrl＋ｃだが、Macではコマンド＋ｃ
である。これらの相違点が存在することは事実で

ある。しかし、根本的な概念は変わらない。全ての

オペレーションシステムは、カット、コピー、貼り

付け、取り消し、選択、印刷、ボールド、イタリッ

ク、下線のような同じ基本的機能を持っている。こ

れらの機能全てはWindowsと Linuxで同じショー
トカット・キーを備えている。しかし、Windowsで
はページ・レイアウトをファイル・メニューの下に

置いているが、OpenOfficeではフォーマット・メ
ニュー下に置いている。このような相違は存在し、

ある人にとって、特に新しい事を学びたがらない年

配の人にとって、それは面倒くさいものである。し

かし、学生にとってはこれは大きな問題を引き起こ

さないはずである。コンピュータリテラシーの身に

ついている利用者には、Microsoft Officeの機能性
の 90 % 近くは、OpenOfficeでも同じであることが
教えられるべきである。

4 DRBLのインストール

ソフトウェアをインストールする前に、私たちは

クライアント・サーバー・システムの設計図を作成し

た。私たちのシステムは 35のクライアントとサー
バー１つを含んでいる。サーバーにはネットワーク

カードが５個、1個はインターネットアクセスのた
め、4個はスイッチのために取り付けられた。各ス
イッチは９個のクライアントをサーバーに連結し、

全クライアントはサーバーから IPアドレスを受信
する。インストールを始める前に各クライアントの

LANカードから全てのmacアドレスを収集し、各
PCに割り当てる IPアドレスを固定にした。

DRBLのインストールをする前に、私たちは、オ
フィス、グラフィック、マルチメディアなどの多数

のアプリケーション、管理ツールを含むFedoracore



をサーバーにインストールした。全てのアプリケー

ションがインストールされた後、私たちは DRBL
のRPMパッケージをダウンロードし、アプリケー
ション・スクリプトをサーバーの/optフォルダー
にインストールした。シンクライアント、サーバー

システムを設定するには２つのコマンド、drblserv
（シンクライアント・サーバーとして機能するため

にサーバーを設定する）と drblpush（クライアント
のフォルダー、設定、共有ライブラリを設定する）

を実行するだけである。

また、DRBLにはクライアントのためのスター
トアップ・オプションが含まれている。システム管

理者は、TCSを使ってクライアントにログオンさ
せたり、もしローカル・ディスクに既存のOSがイ
ンストールされていれば、ローカル・ディスクを

使ってクライアントからシステムを起動させるこ

とができる。DRBLスタートアップ・システムに
は、Clonezillaという、管理者が全てのクライアン
ト PCをバックアップできる、ディスクイメージン
グ、あるいは、分割バックアップ・システム持ってい

る。そのため、DRBLはクライアント・サーバー・
システムとして、起動選択システムとして、ディス

クイメージング・システムとして機能することがで

きる。システム管理における弱点は、コマンドライ

ンから操作することで、X基盤の GUIがないこと
である。

私たちの新しいクライアントPCは、初めはハー
ドディスクには何もインストールしていなかった。

しかし、サーバーに不具合が起きた時のバックアッ

プを設けるため、私たちは、クライアントにFedora
Core 5をインストールすることにした。私たちは、
一台にOSと幾つかのオープンソース・アプリケー
ションをインストールし、Clonezillaを使ってその
イメージを DRBLサーバーにコピーし、そのディ
スクイメージを他の新しいクライアントPC全てに
コピーした。DRBLはイメージの作成と分配を単
純で素早いプロセスに変えた。

5 コンピュータ教室の管理

DRBL は、管理者がクライアント、サービス、
ユーザー、ファイルを追加したり、修正したり、削

除したりできる様々な管理ツールを含む。例えば、

管理者は印刷サービスを全てのもしくは幾つかのク

ライアント・システムにコンソールコマンドで止め

ることができる。または、管理者は個々の学生のデ

スクトップにファイルを置くことができる。私たち

は大学のデータベースから TCSに既存の学生を追

加することから始めた。また、Windowsと違って、
ユーザーがデフォルト言語に何語を選択するにかか

わらず全学生のために言語入力システムを利用可能

にする必要があった。また、drbl-client-serviceコ
マンドを使って、管理者はどのクライアントのどの

サービスもつけたり止めたりできる。全てのコマン

ドにはヘルプがついており、DRBLのサイトでは
さらにヘルプの詳細を確認することができる。

6 DRBL（TCS）の利点

DRBLのシステムはいくつかのメリットを私た
ちに提供する。

1. DRBLは私たちのコンピュータ教室の管理を
一点に集中させ、一ヶ所からアプリケーショ

ンと OS をアップデートできるようにする。
全ユーザーがログオンし、DRBLが認証を行
い、個人情報を保管するプライマリドメイン

を開設することを可能にした。

2. TCS が Linux を基盤としたものであること
も大きなプラスである。私たちのコンピュー

タ教室は事実上ウィルスの問題がない。実際、

Linuxのクライアントはアンチウィルス・ソ
フトを持たず、よってソフトのコストも追加

がなく、ウィルス・チェックのためにネット

ワークが遅くなることもない。

3. Linuxを基盤としたTCSが、amaroK、Scribus、
Inkscape、GnuCash、Stardict、オープンOf-
ficeのような数々の新しいアプリケーションを
学生に提供することを可能にする。これらの

アプリケーションは、iTunes、 Pagemaker、
Illustrator、Quickens、Microsoft Officeのよ
うな専売アプリケーションに匹敵し、学生に

無料の選択肢が存在することを教える。さら

に、これらのオープンソースのアプリケーショ

ンの多くは現在Windowsにも存在する。

4. 一ヶ所から学生やハードウェアの活動を監視
できることだ。DRBLサーバーのログやシス
テム監視ソフトは、管理者がTCSのどこに問
題のある活動があるのかを迅速に確認するこ

とができる。印刷システムに関しては、監視

するだけでなく、オープンソースの印刷会計

システムである Pykotaを使って、私たちは
コンピュータ教室や図書館で印刷されるペー

ジをカウントし、印刷枚数に応じて学生に使

用料を請求する。



5. コストも大きな利点である。本学では、どのソ
フトにも１円も払っていない。ある研究によ

ると、学校はテクノロジー・コストを 70％ま
で省くことができると提唱する（Hargadon）。
さらに、ネットワークに追加した新しいコン

ピュータは、ソフトにも OSにもコストがか
かっていない。さらに、どのソフトのアップグ

レードもコストがかからない。私たちはアッ

プグレードのための絶え間ないコストから解

放されている。

6. テクニカル・サポートも利点である。DRBL
が以前と比較してパソコンの機能性を私たち

にもたらした一方、システムは問題が全く無

しという訳ではない。私たちは skype、Adobe
Acrobatが動作しない問題に出会った。しか
し、問題が浮上したとき、DRBLのプロジェ
クトメンバーが援助してくれた。プロジェク

トのウェブサイトにあるフォーラムで援助を

要請する時は通常 24時間以内に返答を受け
た。また、私はDRBLのプロジェクトスタッ
フとチャットをし、DRBLやその他 Linux関
連のヘルプを受けることができた。実際、私

が質問を書き込んだ後、管理者がフォーラム

に IM IDを提供してくれた。繰り返し聞かれ
る彼らのモットーは、「最善を尽くします」で

ある。

7 まとめ

DRBLは私たちの停滞したコンピュータ教室を回
復させた。学校のコンピュータ教室をアップグレー

ドした後、個立した 15台のコンピュータ教室で始
まった大学は現在、DRBLを使って 40機以上のネッ
トワーク化したコンピュータ教室を持っている。全

ユーザーは、個人ファイルの保管場所だけでなく、

自分の GUIやアプリケーションの設定を保存する
ための個人プロフィールも持っている。DRBLは、
大学が全クライアント・システムと全ユーザーを一

つのサーバーから最小限の力で管理することを可

能にした。システムの更新についても、学生がコン

ピュータ教室で授業を受けたり宿題などに取り組ん

でいる間、実質気づかないうちにシステムへのアッ

プグレードが行われるのである。

コンピュータ教室を必要とする学校、団体、ビジ

ネスは Linuxを基盤とした TCSを真剣に検討すべ
きである。そのコスト効率、セキュリティ、豊富な

アプリケーション基盤により、TCSは大学に理想
的なコンピュータ教室環境を提供する。
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